
GBPアワードで白洋舎が世界2位に入賞
　エクスポデテルゴインターナショナルと同時開催された「グローバ

ル・ベスト・ブラクティス・アワード（GBPA）2018」において、株式

会社白洋舎（本社・東京都大田区、松本彰社長）が総合第２位（世界

第２位）を獲得するとともに、２つの部門賞のうちの１つである「サ

ステナビリティ大賞」を受賞した。

　同アワードは、国際テキスタイルケア連盟（略称・ＣＩＮＥＴ、本

部・オランダ）が主催するテキスタイルケアに関する国際的な表彰制度。

国際評価委員会（日本からは住連木政司氏）のメンバーが「品質管理」

「サステナビリティ」「ビジネスモデル」と「サービスコンセプト」「イ

ノベーション」「事業の基本方針」の５項目より総合的に審査する。今

大会では、まず、世界各国 350 を超えるテキスタイルケア企業の中から、

書類審査により 100 社を選出。さらに追加書類による選考を通過した

27 社が、10 月 19 日にミラノ会場においてプレゼンテーションを行い、

同日、上位入賞 10 社の表彰が行われた。
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世界最大規模のテキスタイルケア展示会

イタリア・ミラノのエキスポ・ディターゴ
　イタリア・ミラノで 10 月 18-22 日に世界有数の規模の展示会エキス

ポ・ディターゴが開催された。

　フランクフルトなどヨーロッパで開催される他の展示会においては、

ドライクリーニング機械の展示は著しく減少しているが、イタリアの

場合、レンザッチ、フィルビーマチック、ユニオンなどのドライ機製

造が国の重要な産業の一つということもあり、多く出展していたこと

が特徴的であったといえばいえる。それでも、環境規制によって絶望

的なほどに使用が困難で、将来的にも消滅する傾向にあるパークロル

エチレンについては、専用機は皆無で、ドライ機のすべてが炭化水素

系溶剤などのマルチソルベント対応機だった。

　ここ数年、国内外の展示会においては、有機溶剤ドライクリーニン

グに代わってウエットクリーニング関連機器の出展が増加している。

　ここでも、ヨーロッパにおけるウエットクリーニングのトップブラ

ンドとなっているエレクトロラックスのラグーンシステムを始めとす

る多数のウエットクリーニングシステムが展示されていた。また一方、

世界最大のドライ機生産国イタリアとあって、この趨勢に対抗してか

有機溶剤によるドライクリーニングメーカーも、ウエットクリーニン

グよりもなお有機溶剤ドライクリーニングの優位性が高いとアピール

する展示もあった。しかし、パークへの代替溶剤に苦慮するヨーロッ

パの現状からＫ４などの炭化水素系溶剤が目立ち、日本のツーエム化

成が提唱するインパクト 70 新溶剤によるユニオン社の展示も見られ、

ここでも混迷する有機溶剤の現状が見られた。

　ドライクリーニングに代わるウエットクリーニングとして、この展

示会において最も注目を集めていたのは日本の三幸社から出展実演さ

れた静止洗浄ウエットクリーニング機 SW100 だったといえる。

　国内でも静止洗浄原理の装置（アイナックス稲本、三幸社）が展示

実演されると、全く新しい洗浄原理としてそれなりの注目は集めてい

る。今回の三幸社の出展は、日本技術初の海外発表となったものだ。

出展者側が驚くほど、多くのヨーロッパのクリーニング事業者がこの

製品に関心を持ったようにみられた。

▲大きな注目が集まった三幸社の静止洗浄ウエットクリーニング機

▲サステナビリティ大賞を受賞した白洋舎・松本社長


